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上野の杜と谷中周遊
今回歩く上野の杜（上野恩賜公園）とその北側の上野
桜木、谷中は、北側から伸びる上野台地（武蔵野台地
の一部）の南端部にあたります。西側は不忍池を挟ん
で東大キャンパスが広がる本郷台地の高台、東側は
下谷の低地が広がります。

江戸の風景
上野の杜の風景には、時代の痕跡を残す多くの建
物がありますが、中でも創建年が明確な最古のものが
「清

きよみず

水観音堂」（寛永寺清水観音堂、1631/寛永8年）です。
広重の浮世絵「名所江戸百景」の中の「上野清水
堂不忍ノ池」（1856/安政3年刊行）には、満開の桜に囲
まれた清水観音堂の舞台から、不忍池を眺める人び
とと、枝が円を描く「月の松」が描かれています。以
前は生い茂った樹木で見えなかったのですが、現在
は既存植生に戻す形で樹木が整理され、清水観音
堂から不忍池に浮かぶ辯天堂へのビスタが確保されま
した。そして明治初期の台風により失われていた「月
の松」も復元（2012/平成24年）されています。
清水観音堂は、かつて上野の杜に巨大な伽藍を
構えていた寛永寺の建物のひとつです。寛永寺は山
号を東叡山と号し、江戸城の鬼門（北東）を守るものと
して、天台宗の僧、天海（慈眼大師）により江戸初期
（1625/寛永2年）に開創されました。東叡山という山号は、
京都を守護する比叡山延暦寺に対して東の比叡山を
意味します。寛永寺の常行堂、法華堂などの主要な
建物は1627（寛永4）年の1年間で建設されています。
そこから3年遅れて不忍池の辯天堂が、さらにその翌
年に清水観音堂が建立されます。江戸を守るための
寛永寺の諸堂に対して、この2堂は庶民がお参りでき
るお堂としてつくられたといわれています。清水観音堂
の舞台は、その名の通り京都の清水寺に倣ったもの
であり、不忍池の辯天堂は琵琶湖に浮かぶ竹生島の
宝厳寺を見立てたものとのことです。
清水観音堂は当初、現在の場所から少し北側の
摺鉢山古墳に建てられていましたが、1698（元禄11）年
に、寛永寺の根本中堂が現在の大噴水の辺りに建て
られる際に移築されました。移築に際しては辯天堂か
らの軸線が意識されたのだと思われます。
1868（明治元）年、彰義隊と官軍の上野戦争で、

寛永寺の建物はそのほとんどが失われました。現在残
る江戸期の建物は、清水観音堂のほか、五重塔（旧

寛永寺五重塔、1639/寛永16年）と上野東照宮（東照宮社殿、
1651/慶安4年）があり、いずれも江戸前期のもので重要
文化財に指定されています。
上野の杜の建物を年表にプロットしてみると、元禄

から明治が始まるまでの170年間はほとんど空白です。
広重の浮世絵が描かれた安政のころからも160年。こ
の間は変わらぬ風景が保たれ、江戸のまちの人びと
が訪れる名所であり続けたのだといえるでしょう。

明治の上野の杜
明治以降、寛永寺の敷地の大部分は公園となり、
幾度も博覧会会場に利用されたほか、文化・教育
施設がつくられ、人びとが集う場所であり続けます。
1877（明治10）年には、寛永寺本坊跡に建てられた煉
瓦造の美術館（現存せず）を中心に第1回内国勧業博
覧会を開催。1882（明治15）年には、コンドル設計の
「上野博物館」（現存せず）が開館し、付属施設として
動物園が開園します。この時期、不忍池畔で競馬が
開催され（1885/明治18年）、夜桜見物ができる電気灯
（1887/明治20年）が点されました。堀口捨己が不忍池
畔にパビリオンを設計したのも、1922（大正11）年に開
催された平和記念東京博覧会でした。
現在に残る明治期の建物は、1890（明治23）年に

日本初の音楽専用オーディトリアムとして建設された
「旧東京音楽学校奏楽堂」（設計：山口半六・久留正道、
1987/昭和62年に移築保存）、1906（明治39）年に未完のま
ま正面のない建築として落成した「帝国図書館」（設計：
久留正道・真水英夫・岡田時太郎、2002/平成14年から国際子

ども図書館）、東京国立博物館の「表慶館」（1908/明治
41年、設計：片山東熊）があります。

昭和・平成・令和の上野の杜
戦前戦中期の上野の杜を代表する建築は、1938

（昭和13）年の「東京帝室博物館本館」（東京国立博物館
本館）でしょう。関東大震災からの復興ということで復
興本館と呼ばれていました。瓦葺きの屋根を載せる「帝
冠様式」と否定的に捉えられているスタイルの中では最
も巧みなデザインで、江戸の寛永寺以来の明確な軸
線の上に、静けさと威厳をたたえています。正門を入
ると正面にこの本館、左に新古典主義の「表慶館」、
右に「東洋館」（1968/昭和43年、設計：谷口吉郎）と30年
の時を隔てた見るべき建築に囲まれます。表慶館の奥

にある法隆寺宝物館（1999/平成11年、設計：谷口吉生）も
見逃せません。
「国立西洋美術館」（1959/昭和34、設計：ル・コルビュ
ジエ）、「東京文化会館」（1961/昭和36年、設計：前川國
男）、「東京都美術館」（1975/昭和50年、設計：前川國男）
ができ、さらには、「旧東京音楽学校奏楽堂」の移築
（1987/昭和62年）、旧帝国図書館の「国際子ども図書
館」（2002/平成14年、設計：安藤忠雄・日建設計）へのリノ
ベーションが完了すると、上野の杜の風景の骨格はほ
ぼ固まりました。その後もさまざまな修景が行われてい
ますが、中でも重要なのは、最近行われたJR上野駅
公園口駅舎の建て替えと駅前の再整備です。公園口
前の道路を一部廃止して広場としたことで、歩行者空
間が上野駅に直接接続されました。さらにその正面に
駅入口が移設され、改札を出ると目の前に公園への
軸線が開くようになったのです。軸線を受け止める上
野動物園の表門は現在工事中です。

谷中
上野の杜の北側は上野桜木、その先が谷中です。

谷中は上野台地の尾根部と、現在は暗渠となってい
る藍染川が流れていた下町の低地からなります。上野

桜木から谷中の高台は、江戸期には寛永寺の寺領が
広がり、現在も寺院やその墓所が多く存在しています。
谷中霊園を突っ切る桜並木は、かつては天王寺の参
道で、その途中に幸田露伴（1867–1947）の小説『五重
塔』（1892/明治25）のモデルとなった五重塔（1791/寛政3、
1957/昭和32焼失）が建っていました。
谷中には、東京美術学校（東京藝術大学）初代校長

の岡倉天心（1863–1913）が創設した日本美術院があり、
東京藝術大学で教えた平

ひらくし

櫛田
でんちゅう

中（1872–1979）や朝倉
文夫（1883–1964）がアトリエを構え、下谷に生まれた幸
田露伴も『五重塔』執筆中に住んでいました。
この地域は関東大震災や第二次世界大戦の空襲
の被害も少なく、明治から昭和初期の建物やまちなみ
が残されています。平成になると、それをまちの資産と
して活用する新しいまちづくりが興ってきました。銭湯
をモダンアートのギャラリーとした「スカイザバスハウス」
（1993/平成5年）、閉店した喫茶店の再興「カヤバ珈琲」
（2009/平成21年）、木賃アパートを文化複合施設とした
「HAGISO」（2013/平成25年）、戦前の木造住宅3棟
を商業コンプレックスにした「上野桜木あたり」（2015/平
成27年）などがつくられ、魅力的なまちなみが生まれてい
ます。
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東照宮

東京国立博物館
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帝国図書館、国際子ども図書館
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東京都美術館、国立西洋美術館、
東京文化会館

大
正 平成 令和昭和
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●1625年（寛永2）天海が東叡山寛永寺開創、本坊落成

●1603年（慶長8）徳川家康が征夷大将軍に任官し、江戸城を本拠として幕府を開く。天下普請に着手
●1660年（万治3）より神田川御茶ノ水の拡幅工事が行なわれ、一連の天下普請は終了

●1627年（寛永4）寛永寺 常行堂・法華堂・輪蔵・東照宮・仁王門・多宝塔・三十番神社等建立
●1630年（寛永7）寛永寺 釈迦堂建立。この頃、不忍池辯天堂初建建立
●1631年（寛永8）寛永寺 五重塔・鐘楼・漆喰大仏・祇園堂・清水観音堂（1694/元禄7年 根本中堂建設に際し移築）建立

●1639年（寛永16）寛永寺 薬師堂・五重塔焼失。直ちに五重塔再建
●1651年（慶安4）上野東照宮 造営替、大猷院（家光）霊廟建立

●1644年（正保元）天王寺五重塔（1772/明和9年焼失） ●1791年（寛政3）
天王寺五重塔再建

（1957/昭和32年
焼失）

●1698年（元禄11）寛永寺 根本中堂建立
●1681年（延宝９）厳有院（家綱）霊廟建立

●1709年（宝永６）常憲院（綱吉）霊廟が建立

●1634年（寛永11）「日光東照宮」完成

●1868年（慶応4/明治元）江戸城開城。上野戦争により、寛永寺 根本中堂・本坊等、山内の大半を焼失
●1870年（明治3）東京府、寛永寺境内神社関係建築物撤去を命ず。根本中堂跡地を病院建設地に決定

●1873年（明治6）東叡山跡地、上野公園の用地に指定
●1876年（明治9）上野公園開園式挙行。天皇、皇后臨席。上野精養軒オープン。

●1877年（明治10）寛永寺本坊跡に建てられた煉瓦造の美術館を中心に第1回内国勧業博覧会開催

●1879年（明治12）文部省に音楽取調掛設置

●1879年（明治12）川越喜多院の本地堂（1638/寛永15年）を新たな寛永寺根本中堂として移築
●1885年（明治18）不忍池畔で、競馬会開き、花火上げる
●1887年（明治20）上野公園に電気灯を点火、夜桜見物の人多数

●1898年（明治31）西郷隆盛像（高村光雲作）除幕
●1922年（大正11）平和記念東京博覧会開催

●1933年（昭和8）京成電鉄博物館動物園駅開業

●1882年（明治15）上野博物館（1900/明治33年に東京帝室博物館）開館。付属動物園開園

●1885年（明治18）文部省に図画取調掛設置
●1887年（明治20）図画取調掛が東京美術学校、音楽取調掛が東京音楽学校と改称

●1890年（明治23）東京音楽学校奏楽堂（1987/昭和62年に移築）、東京音楽学校開校
●1889年（明治22）東京美術学校授業開始

●1898年（明治31）岡倉天心 東京美術学校校長を辞し日本美術院創設
●1892年（明治25）『五重塔』 幸田露伴

●1874年（明治7）、東京府立谷中霊園開園

●1919年（大正8）〜 1970（昭和45）年 平櫛田中が谷中に居住。NPOが管理

●1906年（明治39）帝国図書館（全体計画の1/4）落成
●1929年（昭和4）帝国図書館増築部（全体計画の1/3は未完）落成

●1949年（昭和24）新制大学東京藝術大学が創立

●1949年（昭和24）国立国会図書館支部上野図書館に

●1959年（昭和34）国立西洋美術館開館
●1958年（昭和33）日本芸術院会館開館

●1961年（昭和36）東京文化会館開館

HAGISO2013年（平成25）●1955年（昭和30）萩荘→
1938年（昭和13）住宅→上野桜木あたり2015（平成27）●

●1929年（昭和4）陳列館竣工

●1908年（明治41）東京帝室博物館 表慶館開館
●1923年（大正12）表慶館以外の博物館施設が被災し解体

●1926年（大正15）東京府美術館開館

銭湯→スカイザバスハウス1993年（平成5）●
●1935年（昭和10）朝倉文夫アトリエ・住居（1967/昭和42年朝倉彫塑館）

1916（大正5）カヤバ珈琲→カヤバ珈琲2009年（平成21）●

●文政年間 観音寺築地塀

●1975年（昭和50）東京都美術館新館開館
●1968年（昭和43）日本美術協会美術展示館開館

●1938年（昭和13）東京帝室博物館復興本館開館

●1928年（昭和3）黒田記念館（帝国美術院附属美術研究所）開所
●1931年（昭和6）東京科学博物館開館

●1968（昭和43）東洋館開館
●1999（平成11）

●2002（平成14）

●1998（平成10）美術館開館

●1945年（昭和20）東京大空襲にて德川家霊廟・

●1958年（昭和33）不忍池辯天堂再建

徳川家康（1543 - 1616）

天海（1536 - 1643）
徳川家光（1604 - 1651）

徳川秀忠（1581 - 1632）

子院多数・不忍池辯天堂焼失

法隆寺宝物館、平成館開館

国際子ども図書館開館



台
東
区

小
石
川
一
丁
目

西
片
一
丁
目

西
片
二
丁
目

本
郷
五
丁
目

本
郷
四
丁
目

本
郷
六
丁
目

向
丘
一
丁
目

向
丘
二
丁
目

白
山
一
丁
目

本
駒
込
一
丁
目

本
駒
込
三
丁
目

本
郷
七
丁
目

弥
生
二
丁
目

池
之
端
二
丁
目

根
津
一
丁
目

根
津
二
丁
目

千
駄
木
一
丁
目

千
駄
木
二
丁
目

弥
生
一
丁
目

谷
中
二
丁
目

千
駄
木
五
丁
目

千
駄
木
三
丁
目

谷
中
三
丁
目

池
之
端
三
丁
目

上
野
四
丁
目

上
野
二
丁
目

池
之
端
一
丁
目

上
野
桜
木
一
丁
目

谷
中
六
丁
目

上
野
桜
木
二
丁
目

谷
中
四
丁
目

池
之
端
四
丁
目

谷
中
一
丁
目

谷
中
七
丁
目

上
野
公
園

谷
中
五
丁
目

東
日
暮
里
五
丁
目

西
日
暮
里
三
丁
目

東
上
野
五
丁
目

東
上
野
三
丁
目

東
上
野
四
丁
目

上
野
六
丁
目

上
野
七
丁
目

東
上
野
二
丁
目

根
岸
一
丁
目

北
上
野
一
丁
目

根
岸
三
丁
目

根
岸
二
丁
目

下
谷
一
丁
目

東
日
暮
里
四
丁
目

松
が
谷
三
丁
目

元
浅
草
四
丁
目

松
が
谷
一
丁
目

松
が
谷
二
丁
目

東
上
野
六
丁
目

元
浅
草
二
丁
目

寿
二
丁
目

西
浅
草
一
丁
目

西
浅
草
二
丁
目

西
浅
草
三
丁
目

下
谷
二
丁
目

北
上
野
二
丁
目

入
谷
二
丁
目

入
谷
一
丁
目 松
が
谷
四
丁
目

竜
泉
一
丁
目

千
束
二
丁
目 千
束
一
丁
目

根
岸
四
丁
目

下
谷
三
丁
目

根
岸
五
丁
目

竜
泉
二
丁
目

小
石
川
三
丁
目

小
石
川
二
丁
目

白
山
五
丁
目

白
山
四
丁
目

白
山
二
丁
目

本
駒
込
二
丁
目

●
 東
京
文
化
会
館

  （
19
61
/昭
和
36
年
）

●
 日
本
芸
術
院
会
館

  （
19
58
/昭
和
33
年
）

●
 国
立
西
洋
美
術
館
本
館

  （
19
59
/昭
和
34
年
）

●
 国
立
科
学
博
物
館

  （
19
31
/昭
和
6年
）

●
 寛
永
寺
旧
本
坊
表
門

  （
寛
永
年
間
）

●
 上
野
東
照
宮

  （
16
51
/慶
安
4年
）

●
 江
戸
千
家
一
円
庵

●
 寛
永
寺
五
重
塔

  （
16
39
/寛
永
16
年
）

東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
公
園

  （
18
82
/明
治
15
年
開
園
）

東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
公
園
西
園

●
 天
王
寺
五
重
塔
跡

天
王
寺

へ び 道

よ み せ 通 り

不 忍 通 り

 旧
 平
櫛
田
中
邸
ア
ト
リ
エ
●

●
 貸
し
は
ら
っ
ぱ
音
地

功
徳
林
寺

●
 観
音
寺
 築
地
塀

●
 朝
倉
彫
塑
館

●
 幸
田
露
伴
旧
宅
跡

●
 台
東
区
立
岡
倉
天
心
記
念
公
園

●
 初
音
小
路

●
 夕
や
け
だ
ん
だ
ん

谷
中
銀
座

 H
AG
ISO

●

未
来
定
番
研
究
所

●

ひ
み
つ
堂

●

 千
駄
木

 千
駄
木

根
津

根
津

●
は
ん
亭

●
 厳
有
院
殿（
徳
川
家
綱
）霊
廟
勅
額
門

●
 常
憲
院
殿（
徳
川
綱
吉
）霊
廟
勅
額
門

●
 法
隆
寺
宝
物
館

  （
19
99
/平
成
11
年
）

●
 

●
 

旧
博
物
館
動
物
園
駅

（
19
33
/昭
和
8年
）

黒
田
記
念
館（
19
28
/昭
和
3）

●
 旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂

（
18
90
/明
治
23
年
、1
98
7/
昭
和
62
年
に
移
築
）

●
 東
京
都
美
術
館

  （
19
75
/昭
和
50
年
）

正
岡
子
規

記
念
球
場

●
 東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館

  （
19
98
/平
成
10
年
）

●
 赤
レ
ン
ガ
1号
館

  （
18
80
/明
治
13
年
）

 赤
レ
ン
ガ
2号
館
●

  （
18
86
/明
治
19
年
）

東
京
藝
術
大
学

東
京
藝
術
大
学

●
上
野
桜
木
会
館

●
下
町
風
俗
資
料
館
付
設
展
示
場（
旧
吉
田
屋
酒
店
）

  　   （
19
10
/明
治
43
年
、1
98
7/
昭
和
62
年
旧
谷
中
茶
屋
町
よ
り
移
築
）

●
ス
カ
イ
ザ
バ
ス
ハ
ウ
ス

●
上
野
桜
木
あ
た
り

●
花
重（
18
77
/明
治
20
年
）

●
ス
ペ
ー
ス
小
倉
屋

（
店
舗：
18
30
-6
7/
天
保
～
慶
応
、蔵
：1
91
6/
大
正
5年
）

市
田
邸
●

カ
ヤ
バ
珈
琲

●

言
問
通
り

善
光
寺
坂

三浦
坂

あ
かぢ
坂

藍
染
大
通り

●
 国
際
子
ど
も
図
書
館

（
19
06
/明
治
39
年
、

  2
00
2/
平
成
14
）

●
 東
京
文
化
財
研
究
所

●
 渋
沢
家
霊
堂（
18
98
/明
治
31
年
）

 旧
陸
奥
宗
光
邸

●

●
 子
規
庵

台
東
区
立

上
野
中
学
校

●
 陳
列
館

  （
19
29
/昭
和
4年
）

●
 平
成
館（
19
99
/平
成
11
年
）

●
 東
京
国
立
博
物
館
本
館

  （
19
38
/昭
和
13
年
）

●
 表
慶
館

  （
19
08
/明
治
41
年
）

●
 旧
因
州
池
田
屋
敷
表
門

（
黒
門
、江
戸
末
期
、1
95
4/
昭
和
29
年
移
築
）
●
 東
洋
館

（
19
68
/昭
和
43
年
）

渋
沢
栄
一
墓

徳
川
慶
喜
墓
所

旧
谷
中
茶
屋
町

防
災
広
場

初
音
の
森

谷
中
霊
園（
18
74
/明
治
7年
）

寛
永
寺
霊
園

寛
永
寺
根
本
中
堂（
16
38
/寛
永
15
年
、1
87
9/
明
治
12
年
に
移
築
）

寛
永
寺
寺
務
所

●
 摺
鉢
山
古
墳

●
 上
野
精
養
軒

●
 お
化
け
灯
籠

ボ
ー
ド
ワ
ン
博
士
像
●

 上
野
大
仏

庫
裏（
19
32
/昭
和
7年
）

ぼ
た
ん
苑

穴
稲
荷

五
條
天
神
社

●
 谷
中
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉

大
名
時
計
博
物
館

●

ね
ん
ね
こ
家
●

谷
中
小
学
校

●
指
人
形
笑
吉
工
房

●
い
せ
辰

●
カ
フ
ェ
猫
衛
門

三
崎
坂

七
面
坂

日
本
美
術
院

●

根
本
中
堂

（
16
98
／
元
禄
11
年
）

法
華
堂

（
16
27
/寛
永
4年
）

常
行
堂

（
16
27
/寛
永
4年
）

●
 清
水
観
音
堂

  （
16
31
/寛
永
8年
、1
69
4/
元
禄
7年
移
築
）

●
 上
野
駅
駅
舎

（
19
32
/昭
和
7年
）

●
 彰
義
隊
の
墓

黒
門
跡

●

月
の
松

●

●
 上
野
の
森
美
術
館

●
 西
郷
隆
盛
像（
高
村
光
雲
作
、1
89
8/
明
治
31
年
）

■
 京
成
上
野
駅

●
 下
町
風
俗
資
料
館

●
 辯
天
堂

  （
16
30
/寛
永
7年
、1
95
8/
昭
和
33
年
再
建
）

●
 横
山
大
観
記
念
館

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス

東
京
大
学
浅
野
キ
ャ
ン
パ
ス

●
 旧
岩
崎
邸

（
18
96
/明
治
29
年
）

文
化
庁

国
立
近
現
代

建
築
資
料
館

不
忍
池

JR
上
野
駅

JR
鶯
谷
駅

JR
日
暮
里
駅

10
0 
m

0

（ 初 音
の 道 ）

朝 倉 彫 塑 館 通 り

芋坂

御隠殿坂

紅葉坂

76

国
土
地
理
院
基
盤
地
図
情
報
を
元
に
作
成

国
土
地
理
院
基
盤
地
図
情
報
を
元
に
作
成



台東区

小石川一丁目

西片一丁目

西片二丁目

本郷五丁目

本郷四丁目

本郷六丁目

向丘一丁目

向丘二丁目

白山一丁目

本駒込一丁目

本駒込三丁目

本郷七丁目

弥生二丁目

池之端二丁目

根津一丁目 根津二丁目

千駄木一丁目

千駄木二丁目

弥生一丁目

谷中二丁目

千駄木五丁目
千駄木三丁目

谷中三丁目

池之端三丁目

上野四丁目上野二丁目池之端一丁目

上野桜木一丁目

谷中六丁目
上野桜木二丁目

谷中四丁目

池之端四丁目

谷中一丁目

谷中七丁目

上野公園

谷中五丁目

東日暮里五丁目

西日暮里三丁目

東上野五丁目

東上野三丁目

東上野四丁目

上野六丁目

上野七丁目

東上野二丁目

根岸一丁目

北上野一丁目

根岸三丁目

根岸二丁目

下谷一丁目

東日暮里四丁目

松が谷三丁目

元浅草四丁目

松が谷一丁目

松が谷二丁目

東上野六丁目

元浅草二丁目

寿二丁目

西浅草一丁目

西浅草二丁目

西浅草三丁目

下谷二丁目

北上野二丁目

入谷二丁目

入谷一丁目

松が谷四丁目

竜泉一丁目

千束二丁目

千束一丁目

根岸四丁目 下谷三丁目

根岸五丁目

竜泉二丁目

小石川三丁目

小石川二丁目

白山五丁目

白山四丁目

白山二丁目

本駒込二丁目

● 東京文化会館
  （1961/昭和36年）

● 日本芸術院会館
  （1958/昭和33年）

● 国立西洋美術館本館
  （1959/昭和34年）

● 国立科学博物館
  （1931/昭和6年）

● 寛永寺旧本坊表門
  （寛永年間）

● 上野東照宮
  （1651/慶安4年）

● 寛永寺五重塔
  （1639/寛永16年）

恩賜上野動物園（東園）
  （1882/明治15年開園）

恩賜上野動物園（西園）

● 天王寺五重塔跡

● スペース小倉屋
（店舗：1830-67/天保～慶応、蔵：1916/大正5年）

天王寺

へ
び
道

よ
み
せ
通
り

不
忍
通
り

 旧 平櫛田中邸アトリエ●

● 
貸しはらっぱ音地

功徳林寺

● 観音寺 築地塀（文政年間）

● 朝倉彫塑館
● 幸田露伴旧宅跡

● 

岡倉天心記念公園

谷中防災コミュニティセンター

● 初音小路

● 夕やけだんだん谷中銀座

七面坂

●
 HAGISO

未来定番研究所●

間間間●

カフェ猫衛門●

いせ辰●

ひみつ堂●

 千駄木

 千駄木

根津

根津

●はん亭

● 厳有院殿（徳川家綱）霊廟勅額門

● 常憲院殿（徳川綱吉）霊廟勅額門

● 法隆寺宝物館
  （1999/平成11年）

● 

● 

旧博物館動物園駅
（1933/昭和8年）

黒田記念館（1928/昭和3）

● 旧東京音楽学校奏楽堂
（1890/明治23年、1987/昭和62年に移築）

● 東京都美術館
  （1975/昭和50年）

正岡子規
記念球場

● 東京藝術大学大学美術館
  （1998/平成10年）

東京藝術大学

護国院

東京藝術大学●上野桜木会館

●下町風俗資料館付設展示場（旧吉田屋酒店）

●スカイザバスハウス

●花重（1877/明治20年）

●上野桜木あたり

市田邸●

カヤバ珈琲●

言問通
り

● 国際子ども図書館
（1906/明治39年、
  2002/平成14）

● 東京文化財研究所

 旧陸奥宗光邸●

● 子規庵

台東区立
上野中学校

● 陳列館
  （1929/昭和4年）

● 平成館（1999/平成11年）

● 東京国立博物館本館
  （1938/昭和13年）

● 表慶館
  （1908/明治41年）

● 東洋館
（1968/昭和43年）

渋沢栄一墓

徳川慶喜墓所

防災広場
初音の森

谷中霊園（1874/明治7年）

旧谷中茶屋町

（1919/大正8年）

（1910/明治43年、1987/昭和62年旧谷中茶屋町より移築）

（1919/大正8年）

（1955/昭和30年）
（1935/昭和10年）

（大正初期）

（1950/昭和25年以降）

（1907/明治40年）

（1916/大正5年）

（1938/昭和13年）

（
初
音
の
道
）

朝
倉
彫
塑
館
通
り

御隠殿坂

芋
坂

紅
葉
坂

寛永寺霊園

寛永寺
根本中堂

寛永寺
寺務所

● 摺鉢山古墳

● 上野精養軒

● 韻松亭

● 伊豆栄 ● お化け灯籠

 上野大仏

 庫裏（1932/昭和7年）

ぼたん苑

穴稲荷五條天神社

● 谷中のヒマラヤスギ

大名時計博物館●

ねんねこ家●

佳和津●

谷中小学校

●指人形笑吉工房

三崎坂

あか
ぢ坂

三浦
坂

善光
寺坂

日本美術院●

根本中堂
（1698／元禄11年）

法華堂
（1627/寛永4年） 常行堂

（1627/寛永4年）

● 清水観音堂
  （1631/寛永8年、1694/元禄7年移築）

● 上野駅駅舎
（1932/昭和7年）

● 彰義隊の墓

黒門跡●

月の松●

天海僧正毛髪塔●

ボードワン博士像●

● 上野の森美術館

● 西郷隆盛像（高村光雲作、1898/明治31年）

■ 京成上野駅

● 下町風俗資料館

● 辯天堂
  （1630/寛永7年、1958/昭和33年再建）

● 横山大観記念館

東京大学本郷キャンパス

東京大学浅野キャンパス

● 旧岩崎邸
（1896/明治29年）

文化庁
国立近現代
建築資料館

不忍池

JR上野駅

JR鶯谷駅

JR日暮里駅

100 m1/5000

● 赤レンガ1号館
  （1880/明治13年）

 赤レンガ2号館●

  （1886/明治19年）

● 旧因州池田屋敷表門
（黒門、江戸末期、1954/昭和29年移築）
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西郷隆盛像

（撮影：建築メディア研究所）

上野東照宮唐門

上野の杜

清水観音堂より月の松を通して辯天堂を見る

清水観音堂
上野東照宮門表参道に並ぶ石灯籠

旧東京音楽学校奏楽堂

東京文化会館よりJR上野駅公園口を見る 寛永寺五重塔 旧京成本線博物館動物園駅駅舎

黒田記念館国際子ども図書館大噴水越しに東京国立博物館本館を見る

100 m0



台東区

小石川一丁目

西片一丁目

西片二丁目

本郷五丁目

本郷四丁目

本郷六丁目

向丘一丁目

向丘二丁目

白山一丁目

本駒込一丁目

本駒込三丁目

本郷七丁目

弥生二丁目

池之端二丁目

根津一丁目 根津二丁目

千駄木一丁目

千駄木二丁目

弥生一丁目

谷中二丁目

千駄木五丁目
千駄木三丁目

谷中三丁目

池之端三丁目

上野四丁目上野二丁目池之端一丁目

上野桜木一丁目

谷中六丁目
上野桜木二丁目

谷中四丁目

池之端四丁目

谷中一丁目

谷中七丁目

上野公園

谷中五丁目

東日暮里五丁目

西日暮里三丁目

東上野五丁目

東上野三丁目

東上野四丁目

上野六丁目

上野七丁目

東上野二丁目

根岸一丁目

北上野一丁目

根岸三丁目

根岸二丁目

下谷一丁目

東日暮里四丁目

松が谷三丁目

元浅草四丁目

松が谷一丁目

松が谷二丁目

東上野六丁目

元浅草二丁目

寿二丁目

西浅草一丁目

西浅草二丁目

西浅草三丁目

下谷二丁目

北上野二丁目

入谷二丁目

入谷一丁目

松が谷四丁目

竜泉一丁目

千束二丁目

千束一丁目

根岸四丁目 下谷三丁目

根岸五丁目

竜泉二丁目

小石川三丁目

小石川二丁目

白山五丁目

白山四丁目

白山二丁目

本駒込二丁目

● 東京文化会館
  （1961/昭和36年）

● 日本芸術院会館
  （1958/昭和33年）

● 国立西洋美術館本館
  （1959/昭和34年）

● 国立科学博物館
  （1931/昭和6年）

● 寛永寺旧本坊表門
  （寛永年間）

● 上野東照宮
  （1651/慶安4年）

● 寛永寺五重塔
  （1639/寛永16年）

恩賜上野動物園（東園）
  （1882/明治15年開園）

恩賜上野動物園（西園）

● 天王寺五重塔跡

● スペース小倉屋
（店舗：1830-67/天保～慶応、蔵：1916/大正5年）

天王寺

へ
び
道

よ
み
せ
通
り

不
忍
通
り

 旧 平櫛田中邸アトリエ●

● 
貸しはらっぱ音地

功徳林寺

● 観音寺 築地塀（文政年間）

● 朝倉彫塑館
● 幸田露伴旧宅跡

● 

岡倉天心記念公園

谷中防災コミュニティセンター

● 初音小路

● 夕やけだんだん谷中銀座

七面坂

●
 HAGISO

未来定番研究所●

間間間●

カフェ猫衛門●

いせ辰●

ひみつ堂●

 千駄木

 千駄木

根津

根津

●はん亭

● 厳有院殿（徳川家綱）霊廟勅額門

● 常憲院殿（徳川綱吉）霊廟勅額門

● 法隆寺宝物館
  （1999/平成11年）

● 

● 

旧博物館動物園駅
（1933/昭和8年）

黒田記念館（1928/昭和3）

● 旧東京音楽学校奏楽堂
（1890/明治23年、1987/昭和62年に移築）

● 東京都美術館
  （1975/昭和50年）

正岡子規
記念球場

● 東京藝術大学大学美術館
  （1998/平成10年）

東京藝術大学

護国院

東京藝術大学●上野桜木会館

●下町風俗資料館付設展示場（旧吉田屋酒店）

●スカイザバスハウス

●花重（1877/明治20年）

●上野桜木あたり

市田邸●

カヤバ珈琲●

言問通
り

● 国際子ども図書館
（1906/明治39年、
  2002/平成14）

● 東京文化財研究所

 旧陸奥宗光邸●

● 子規庵

台東区立
上野中学校

● 陳列館
  （1929/昭和4年）

● 平成館（1999/平成11年）

● 東京国立博物館本館
  （1938/昭和13年）

● 表慶館
  （1908/明治41年）

● 東洋館
（1968/昭和43年）

渋沢栄一墓

徳川慶喜墓所

防災広場
初音の森

谷中霊園（1874/明治7年）

旧谷中茶屋町

（1919/大正8年）

（1910/明治43年、1987/昭和62年旧谷中茶屋町より移築）

（1919/大正8年）

（1955/昭和30年）
（1935/昭和10年）

（大正初期）

（1950/昭和25年以降）

（1907/明治40年）

（1916/大正5年）

（1938/昭和13年）

（
初
音
の
道
）

朝
倉
彫
塑
館
通
り

御隠殿坂

芋
坂

紅
葉
坂

寛永寺霊園

寛永寺
根本中堂

寛永寺
寺務所

● 摺鉢山古墳

● 上野精養軒

● 韻松亭

● 伊豆栄 ● お化け灯籠

 上野大仏

 庫裏（1932/昭和7年）

ぼたん苑

穴稲荷五條天神社

● 谷中のヒマラヤスギ

大名時計博物館●

ねんねこ家●

佳和津●

谷中小学校

●指人形笑吉工房

三崎坂

あか
ぢ坂

三浦
坂

善光
寺坂

日本美術院●

根本中堂
（1698／元禄11年）

法華堂
（1627/寛永4年） 常行堂

（1627/寛永4年）

● 清水観音堂
  （1631/寛永8年、1694/元禄7年移築）

● 上野駅駅舎
（1932/昭和7年）

● 彰義隊の墓

黒門跡●

月の松●

天海僧正毛髪塔●

ボードワン博士像●

● 上野の森美術館

● 西郷隆盛像（高村光雲作、1898/明治31年）

■ 京成上野駅

● 下町風俗資料館

● 辯天堂
  （1630/寛永7年、1958/昭和33年再建）

● 横山大観記念館

東京大学本郷キャンパス

東京大学浅野キャンパス

● 旧岩崎邸
（1896/明治29年）

文化庁
国立近現代
建築資料館

不忍池

JR上野駅

JR鶯谷駅

JR日暮里駅

100 m1/5000

● 赤レンガ1号館
  （1880/明治13年）

 赤レンガ2号館●

  （1886/明治19年）

● 旧因州池田屋敷表門
（黒門、江戸末期、1954/昭和29年移築）
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寛永寺根本中堂（左、明治12年に川越から移築）と寺務所
観音寺の築地塀

カヤバ珈琲。大正5年／平成21年 上野桜木あたり。昭和13年／平成27年

下町風俗資料館付設展示場（旧吉田屋酒店）。明治43年 未来定番研究所。大正初期／平成30年

スカイザバスハウス 谷中のヒマラヤスギ

初音小路

HAGISO。昭和30年／平成25年

HAGISO朝倉彫塑館

100 m0

（撮影：建築メディア研究所）
谷中
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